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大阪府中央卸売市場における生ごみの発酵堆肥化
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１．はじめに

大阪府中央卸売市場は，昭和53年５月，北大阪地域の

400万人を越える消我者に対して，生鮮食料品等を円滑

かつ安定的に供給することを目的に茨木市南部に設置さ

れた．北大阪地域の消費人口の増加に伴い，同市場の取

扱量も順調に増加し，平成6年度には約43万トンにも達

している．しかし，同市場から排出する廃棄物も年々増

加し，平成6年度には12,400トンにも達しており，人口３

万人規模の市町村に匹敵する膨大な量となっている．

市場から排出される廃棄物には生ごみ，発泡スチロー

ル，段ボール等がある．生ごみは可燃性ゴミとして都市

清掃工場で焼却処分されている．また，生ごみ以外の廃

棄物の内，発泡スチロールは溶融固化された後，文房具

等の原料として年間200トン程度がリサイクルされ，段

ボール等についても，リサイクル可能なものについては，

ほぼ全量が再生されており，生ごみ以外の廃棄物の減量

化はほとんど望めない．

一方，市場から排出されるごみの内，その約７割が野

菜屑，果物屑，魚アラ等のいわゆる「生ごみ」であり，

これを減量化することがはるかに効果的である．その方

法の一つである，生ごみ高速堆肥化は，このような生ご

みの大幅な減量化と製品堆肥の資源循環が可能なことか

ら，このたび，これら生ごみの１００％減量を目指したシ

ステムを開発することとした．

本報告では，現在一般的に行われている生ごみの堆肥

化処理について，その概要を焼却処理と比較した利点，

堆肥化反応における支配因子，堆肥化装置および堆肥化

＊システム技術部環境システムグループ

における熱収支の各項目について述べる．

つづいて，大阪府中央卸売市場内で実際に発生する生

ごみを対象に，今回新たに開発した生ごみ高速発酵堆肥

化装置を紹介し，実用化に向けた取り組み，主として減

量化を目的とした実験結果について報告する!）

２．堆肥化処理について

（１）堆肥化処理の利点2)3）

生ごみの堆肥化処理は廃棄物の資源化の一方法として

古くから利用されてきた技術である．しかし，発生ごみ

の種類と量の増加により，現在そのほとんどが焼却処理

されており，堆肥化処理は全発生量のわずか0.1％程度

にすぎない．すなわち，一見有効と思われる堆肥化処理

には，

①処理速度が遅い

②減量率が小さい

③プロセス前後において選別操作が必要

④製品堆肥の安定した需要先の確保難

⑤製品堆肥の品質や安全性の確保

等の問題があり，十分普及していないのが現状である．

他方，わが国農業は化学肥料による収量拡大のもとで

地力低下が著しく，さらに，環境問題や有機質農法の見

直しが大きく取り上げられ，資源リサイクル，農産物の

安全性ともからんで堆肥が見直されつつある．さて，一

般的に行われている焼却処理については次のような問題

点がある．

①高温燃焼処理のため炉内および機器の損傷が激しく，

維持管理費が高く，また，逆転管理も難しい

②集塵機の設置および飛灰の無害化が必要

③ダイオキシンに代表される有害物質の発生の可能性














